
CMD®ワークショップは第一原理計算手法の公開と普及を目指し、2002年9月に大阪大学の研究者を中心に第1
回を開催しました。年2回の開催を続けて2021年2月22日－26日開催で第38回となります。この間、第１７回（2011年
9月）からスーパーコンピューターコースを設置し、「京」のプロジェクトに真っ先に対応しました。第29回からはスピン
トロニクス・デザインコースを新設し、スピントロニクス学術連携教育研究センターとも連携しています。第35回から
はマテリアルズインフォマティクスコースを新設し、機械学習の方法を用いた物質設計の講義実習を行っています。
第37回と38回はオンラインで開催です。

第37回
これまでの参加延べ人数１７２８名（学生１０３７名、大学関係者１７６名、高専９名、高校関係者１
名、研究所など８３名、民間企業４２３名）約20-30%がリピーターで、毎回90％以上が満足と回答。

DFT計算の主な手法で
あるKKR法、擬ポテン
シャル法、FLAPW法を
一通り体験する。

ビギナーズコースの
中のコードや特徴的
な計算手法のコード
の中から２つ選んで
それぞれのコードの
得意なテーマの実習
をする。

STATE-Senriあるい
はRSPACEで、５日
間スパコンを使って
実習をする。

前半を現代的な磁
性の基礎理論とスピ
ントロニクスの応用
研究の講義を受講し、
後半はスピントロニ
クスに関連した実習
を行う。

第36回

構造探索法や機械
学習の手法を用い
た物質設計の基礎
の講義と実習を行う。

計算機マテリアルデザイン（CMDⓇ）
ワークショップ

ビギナーズコース アドバンストコース
スーパーコンピュータ
コース

スピントロニクス
デザインコース

マテリアルズイン
フォマティクスコース

詳細は https://cmdworkshop.sakura.ne.jp/index.html

主催：阪大ナノセンター、阪大基礎工、阪大産研、阪大工、阪大理物理、神戸大、阪大QEDRI、阪大スピントロニクスセンター、
明石高専、近大高専、東大スピントロニクスセンター、東北大スピントロニクスセンター、慶應大スピントロニクスセンター
共催：東大物性研、PCOMS、DPMSD、Fugaku BFC
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